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研究成果の概要： 

 1970年代以降の、ポストモダンに属するユダヤ系アメリカ作家の作品分析とインタビューを

通し、それ以前のユダヤ系アメリカ作家の場合とは明らかに異なる、新しいユダヤ性の在り方

を分析した。このうち、作品研究は英語論文や国際学会の口答発表を通じて公開した。一方イ

ンタビューは、作家解説を加えて雑誌に連載した。さらに、他のマイノリティ作家の研究者を

招いてシンポジアムを開催し、多民族国家アメリカの将来についても議論した。 
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１．研究開始当初の背景 

 第二次世界大戦以降、それまで白人キリス

ト教徒が中心だったアメリカ文壇の中央で、

様々なエスニシティを背景に持つマイノリ

ティ作家の活躍が目覚ましくなった。この先

駆けとなったのがユダヤ系アメリカ作家た

ちで、彼らの活動は後にアメリカエスニック

文学という大きなうねりを生み出してゆく。

しかし、1950年代から 1960年代にかけて、

文壇における特権であるかのように積極的

に用いられたユダヤ的な題材や文化的特徴

も、1970年代に入ると次第に影を潜めてゆく

ように見えた。次々と新しいマイノリティ作

家が登場するなかで、多くの批評家は、ユダ

ヤ系アメリカ市民は中産階級として定着し、

経済的・社会的地位を高め、マイノリティと

してのユダヤ性は意味を失ったと宣言する

ようになった。同時に、ホロコーストがもた

らした悲惨なユダヤ人体験も、第二次世界大

戦の記憶とともに薄れ、ベトナム戦争やテロ

との戦いといった新たな脅威に取って代わ

れらつつある。 

 しかし、1970年代以降のユダヤ系アメリカ

作家であっても、ユダヤの文化的・歴史的影

響から完全に脱却しているわけではない。し

かも、ユダヤ系アメリカ作家はアメリカエス

ニシティの長子とも言える存在であるため、

その新しい世代がユダヤ性をどのように受

け継いでいるのかという分析は、多民族国家

アメリカにおけるエスニシティの将来の在

り方を予見させるものとなるだろう。 

 
２．研究の目的 

 そこで、本研究では、(1) 1970年代以降の

新しいユダヤ系アメリカ作家の作品におけ

るユダヤ性を分析することで、現在のアメリ

カ文学でユダヤ性がどのように用いられて

いるのか、ユダヤの伝統や文化とアメリカ人

としてのアイデンティティがどう関係付け

られているのかを考察したいと考えた。さら

に、(2) 新しいユダヤ系作家のユダヤ性を、

彼らに先立つユダヤ系アメリカ作家の活動

を踏まえた一連の流れの中で捉え直したり、

他のマイノリティ作家と比較したりするこ

とで、アメリカエスニック文学の今後を予測

しつつ多民族国家アメリカの未来のあるべ

き姿を予見したいと願った。 

 
３．研究の方法 

 (1)ポストモダン作家の思想基盤の研究と

して、ポストモダン哲学者の研究を行う。 

 (2)まず、1970年代以降のユダヤ系アメリカ

作家の新しい作品、例えばウォルター・アビ

ッシュやポール・オースターらを分析して、

作品から新しいユダヤ性の特徴を分析する。 

 (3)アビッシュら、新しいユダヤ系アメリカ

作家に直接インタビューをすることで、現代

のユダヤ系アメリカ作家がユダヤ性とどの

ように向き合って作品を作り出しているの

か、直接学ぶ。 

 (4)論文や国際会議での発表を通して研究

成果を広く公表すると同時に、他の学者と積

極的に意見交換をする。 

 (5)他のマイノリティ作家の研究者を招い

たシンポジウムを開催し、今後のアメリカエ

スニック文学の在り方を広い視野から議論

する。 

 

４．研究成果 

  本研究は、第二次世界大戦後にユダヤ的

伝統や特徴を前面に押し出して活躍したソ

ール・ベロー、バーナード・マラマッド、フ



 

 

ィリップ・ロスといった作家たちのユダヤ性

とは一線を画す、1970年代以降の新しいユダ

ヤ系アメリカ文学におけるユダヤ性を明ら

かにするという、これまでなされたことのな

い分析を行いつつ、多民族国家アメリカにお

けるエスニシティの新たな動向を模索した。 

 ポストモダンと呼ばれる時代に属する作

家を扱うため、作家研究の下準備として、ポ

ストモダンの思想家について学ぶところか

ら始め、特にユダヤ系と非ユダヤ系のポスト

モダン思想家との差異に着目しつつ、ユダヤ

系思想家、ジャック・デリダやエマニュエ

ル・レヴィナスの思想について整理した。こ

れは先攻研究を学ぶというレベルのもので

しかなかったが、次の独自の研究へと進むた

めに踏まざるをえない重要なステップであ

った。 

 こうした基礎研究を受け、(1) ポストモダ

ンの旗手と目される作家、ウォルター・アビ

ッシュ、日本でも注目度が非常に高いポー

ル・オースターやジョーゼフ・ヘラーなどの

作品を、作品研究という形で分析した。これ

らの分析は論文、著書を通して公表した。英

語で公表し、インターネットでホームページ

から情報が取得できるようにしているため、

多くの人に関心を持ってもらっている。また、

アビッシュとオースターの論文については

国際学会でも発表し、その内容を世界各国の

学者から直接高く評価してもらえただけで

なく、彼らと将来に渡って交流を続けてゆく

基盤を築くことができた。 

 さらに、新しい作家に直接質問を投げかけ

ることも重要と考え、(2) アビッシュ、レイ

モンド・フェダマン、ハロルド・ジェフィ、

ディヴィッド・マトリンらにインタビューし

た。オースターについてもインタビューを企

画していたが、どうしても日程が折り合わず、

今回は断念せざるをえなかった。インタビュ

ーでは個人的な意見を聞くことができただ

けでなく、非常に貴重な資料の提供を受ける

こともできた。また、四人の作家とのインタ

ビューは『英語青年』に連載する形で公表し

た。その結果、国内の研究者に広く読まれ、

その内容についても高く評価された。インタ

ビューの原文を公表してもらいたいとの声

も多いので、現在その準備を整え、公表の機

会を模索中である。 

 新しいユダヤ性の研究は、アメリカにおけ

るエスニシティの動向を探る目的も兼ね備

えていたため、(3) 2007年の日本アメリカ文

学会で、先住民系、アジア系、ヒスパニック

系など、他のマイノリティ作家の研究者らを

招き、「変容するエスニシティの表象──ア

メリカ合衆国におけるマイノリティ文学か

ら」という題目でシンポジアムを開催した。

このシンポジアムは参加者も多く、活発な議

論が交わされ、多民族国家アメリカがワスプ

中心の社会から脱却し、異なる民族の多彩な

思考形態を取り込みつつ発展している様を

複数の視点から明らかにできたことは大き

な成果だった。 
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